
＜第一部＞ 15:00～16:00 「薬剤耐性(AMR)の現状」

講師：具 芳明 国立国際医療研究センター病院 AMR臨床リファレンスセンター 情報･教育支援室長

＜第二部＞ 16:00～17:00 「抗菌薬の適正使用」

講師：渋江 寧 横浜市立みなと赤十字病院 感染症科部長･感染管理室長

＜第三部＞ 17:00～18:00 「感染対策」

講師：加藤 英明 横浜市立大学附属病院 感染制御部 部長

AMR臨床リファレンスセンター広報事務局
TEL：03-6427-1627 FAX：03-6730-9713 
E-MAIL：info@kartz.co.jp      担当：戸田、小石、岡部、木下

本件に関する報道機関からのお問合せ先

AMR対策臨床セミナー in横浜
11月17日（土）開催

実施概要

日 時：2018年11月17日 (土) 15:00～18:00（開場14:30）

会 場：TKPガーデンシティPREMIUMみなとみらい ホールB
〒220-0012 神奈川県横浜市西区みなとみらい3-6-3 MMパークビル5F  
TEL 045-650-6701

定 員：150名

主 催：国立研究開発法人国立国際医療研究センター病院
AMR臨床リファレンスセンター
〒162-8655 東京都新宿区戸山1-21-1 TEL 03-6228-0062

後 援：公益社団法人 神奈川県医師会、公益社団法人 神奈川県薬剤師会
公益社団法人 神奈川県病院薬剤師会、一般社団法人 神奈川県臨床検査技師会
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臨床セミナー
AMR対策

in 横浜

11月は薬剤耐性(AMR)対策推進月間

2018年11月2日

報道関係各位

取材のご案内

国立国際医療研究センター病院
AMR臨床リファレンスセンター（厚生労働省委託事業）

※AMR(Antimicrobial resistance)とは､病原体が変化して抗菌薬･抗生物質が効かなくなることです。

薬剤耐性(AMR)に係る全国的な普及啓発活動を推進するため、国内では毎年11月を｢薬剤耐性 (AMR)対策推進

月間｣に設定しており､ 世界では ｢世界抗菌薬啓発週間｣ (11月12日-18日) が スタートし､さまざまな方面から抗

菌薬適正使用の取り組みが始まっています。AMR臨床リファレンスセンターでは､ 世界的に問題となっている薬

剤耐性の現状を多くの医療従事者に知っていただき､その対策に取り組む教育啓発活動を行っています。

今回､横浜で開催するセミナーは､ ｢世界抗菌薬啓発週間｣中でもあり、薬剤耐性の問題と抗菌薬の適正使用につ

いて考える良い機会です。感染症が専門でない医師､薬剤師､臨床検査技師､看護師などの医療従事者を対象に､薬

剤耐性の現状､ 抗菌薬の適正使用､ 薬剤耐性菌に対する感染対策などをわかりやすく解説します。

つきましては､本セミナーを報道関係者の皆さまにもご取材を賜りたく､ご多忙とは存じますが、ご来場を賜り

ますようお願い申し上げます。


